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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】一般に耐糖能の低下している侵襲下においてモノアセトアセチン(MA)の経静脈投与がグルコース（Glu）
に比し栄養学的に有用であることが報告されている。今回MAの経腸投与の効果についてbacterial 
translocation(BT)の観点から検討した。 
【対象と方法】Wistarラットに胃瘻を作成し、15％Glu投与群、13.6％MA投与群の2群を作製した。各々4日間投
与後、背部皮膚に30％Ⅲ度熱傷を作製しさらに持続投与した。熱傷前後の血清サイトカイン値の変動(TNF-α，
IL-1β, IL-6, IL-10)、腸間膜リンパ節（MLN）、肝、脾の細菌培養によるBT、回腸末端部の小腸絨毛長、体重
変化について経時的に測定した。さらにケトン体代謝酵素のsuccinyl-CoA:3-oxoacid CoA-transferase(SCOT)
の熱傷前後での回腸における発現を免疫組織染色およびWestern blot法にて検討した。 
【結果】熱傷前では各測定項目につき両群間に差はみられなかった。熱傷後6時間ではGlu群でMA群に比し血中
サイトカイン値の有意な上昇がみられ(TNF-α，IL-6:p＜0.05,IL-1β，IL-10:p＜0.01)、回腸粘膜は浮腫が著
明であり、またMLNの菌量はMA群で有意に少なくBTが抑制されていた(p＜0.01)。熱傷3日後では絨毛長はMA群で
有意に長く(p＜0.05)、MLN肝の菌量がMA群で有意に少なくBTが抑制されていた(MLN:p＜0.05、肝:p＜0.01)。
体重変化は熱傷後ではGlu群よりMA群で有意にその減少が抑えられていた(p＜0.05)。回腸粘膜におけるSCOTの
発現は熱傷前よりみられたが熱傷後6時間において最も発現が強かった。 
【結語】侵襲下におけるMAの経腸投与はBTを抑制し、これにより全身の侵襲反応が抑制される可能性が示唆さ
れた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 一般に耐糖能の低下している侵襲下において、モノアセトアセチン(MA)の経静脈投与はグルコース(Glu)投与
に比し栄養学的に有用であることが報告されている。本研究は侵襲下におけるMAの経腸投与の効具について
bacterial translocation(BT)の観点から検討したものである。 
 Wistarラットに胃瘻を作成し、15％Glu投与群、13.6％MA投与群の2群を作製した。各々4日間投与後、背部皮
膚に30％Ⅲ度熱傷を作製し、さらに持続投与した。熱傷前後の血清サイトカイン値の変動(TNF-α，IL-1β，IL-6，
IL-10）、腸間膜リンパ節(MLN)、肝、脾の細菌培養によるBT、回腸末端部の小腸絨毛長および組織学的変化、
体重変化について経時的に測定した。さらにケトン体代謝酵素のsuccinyl-CoA:3-oxoacid 
CoA-transferase(SCOT)の熱傷前後での回腸における発現を免疫組織染色およびWestern blot法にて検討した。 
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 その結果、熱傷前では各測定項目につき両群間に差はみられなかったが、熱傷後６時間ではMA群でGlu群に比
し血清サイトカイン値の上昇が有意に抑制されていた(TNF-α，IL-6:p＜0.05,IL-1β，IL-10:p＜0.01)。また
MA群ではGlu群に比し回腸粘膜の浮腫は軽度にとどまっており、またMLNの菌量は有意に少なく、BTが抑制され
ていた(p＜0.01)。熱傷3日後では絨毛はMA群でGlu群に比し有意に長く保たれており(p<0.05)、MLN、肝の菌量
が有意に少なく、BTが抑制されていた(MLN:p<0.05, 肝:p<0.01)。体重変化は熱傷後ではMA群でGlu群より有意
にその減少が抑えられていた(p＜0.05)。回腸粘膜におけるSCOTの発現は熱傷前よりみられたが、熱傷後6時間
において最も強く、侵襲下におけるMAの利用の亢進が推測された。 
 以上より侵襲下におけるMAの経腸投与はBTを抑制し、また全身の侵襲反応を抑制することが示唆された。 
 本論文は侵襲下における新しい栄養学的治療の開発に寄与するものと考えられる。従って本研究は博士（医
学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
